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あの日の花火が教えてくれたこと 

学園長 日木 芳道 

私が子どもの頃の夏休みのことです。友人と一緒に花火をしたことがありました。そ

の時の私は、はしゃぎすぎてしまい、ほとんどの打ち上げ花火に自分が火をつけてしま

いました。ところが、花火が終わった後、一人の友人が泣き崩れてしまったのです。本

当は自分もやりたかったのに、その機会を私が奪ってしまったのです。私は「みんなで

楽しく過ごせた」と思っていましたが、友人はそうではありませんでした。 

その時の私は、自分が楽しむことばかりに気を取られ、周りの気持ちにまで考えが及

んでいませんでした。今振り返ると、とても恥ずかしい経験です。しかし、この出来事

があったからこそ、「自分が楽しいだけでは、本当の楽しさとは言えないのではないか」

「周りの人の気持ちを考えることも大切なのではないか」と考えるようになりました。 

人は誰でも失敗をします。学校生活の中でも、うまくいかなかったり、友だちとの関

わりで思わぬ行き違いが起きたりすることがあります。その時は落ち込んだり後悔した

りするものです。しかし、失敗や困難な経験は決して無駄にはなりません。その経験が

あるからこそ、人の気持ちに気付き、相手に寄り添うことができるようになります。そ

して、自分と同じように悩んだり、困ったりしている人を励ましたり、支えたりできる

人へと成長していくのだと思います。 

子どもたちが失敗を恐れずに挑戦し、自ら考えて行動する力を育むために、新潟県で

は「アントレプレナーシップ教育」が推進されています。その根底には、「まずやってみ

る」「失敗から学ぶ」「仲間と協力する」という考え方があります。うまくいったことも、

うまくいかなかったことも、すべてが次の成長につながる大切な経験です。 

まもなく夏休みを迎えます。夏休みは、学校ではなかなかできないことに挑戦できる

貴重な機会です。地域の行事に参加する、本をじっくり読む、家族の仕事を手伝う、新

しいスポーツや趣味に取り組むなど、一人一人に様々な挑戦の場があります。もちろん、

思うようにいかないことや失敗することもあるでしょう。しかし、その

経験こそが自分を成長させ、人としての幅を広げてくれます。夏休みの

終わりに、「やってみてよかった」「誰かの役に立ててうれしかった」「新

しい自分を発見できた」と感じられる経験が一つでもあれば、それはか

けがえのない財産です。自分だけでなく周りの人の気持ちも大切にし

ながら、挑戦と学びにあふれた夏休みにしてほしいと願っています。 
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６月４日（木）春の在来種保護活動 

 

６月１日（月）～３日（水）９年生修学旅行 

６月 12日（金）・13日（土）中体連中越地区大会 

大阪・京都・金沢方面へ修学旅行に行ってきまし
た。１日目は暑い中、大阪のＵＳＪで仲間とともに
たっぷりと楽しみました。２日目、大阪の京橋中央
商店街の協力のもと、商人体験学習を行いました。
台風が接近し、雨天により人通りは少なかったもの
の、大阪の人々と多くの交流をしました。この体験
を通して、自己の生き方を考えたり、郷土を見つめ
直したりするよい機会となりました。３日目は、台
風の影響により若干の変更はあったものの、金沢で
はひがし茶屋街の美しい街並みを散策することが
できました。３日間を共にすることで、互いのこと

をより理解しようとしたり、思いやりをもってかか
わったりすることができ、仲間との絆が今まで以上
に深まりました。 

緑の少年団の活動として、小学部では特定外来種

であるオオキンケイギクを駆除する活動を毎年し

ています。 

森の学校キョロロの学芸員さんから「在来種や外

来種の生き物や植物」「在来種を守るための活動」

などについてお話をお聞きしました。継続して活動

しているため、年々オオキンケイギクの数が減少し

ていますが、児童は雑草の中から素早く外来種を見

付け駆除していました。継続して行うことの大切さ

を学びました。 

中体連中越地区大会が６月 12日（金）、13

日（土）に行われました。学園からは陸上競

技大会と軟式野球大会に生徒が出場しまし

た。気温が高く、日差しが強い中、これまで

の練習の成果を発揮しようと一生懸命に励

む姿が見られました。自分の役割を果たし、

学園、チームのために力を尽くしました。 
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６月 19日（金）フリー参観・コミュニティフェスタ 

大勢の保護者・地域の皆様より、コミュニティフェ

スタ（親子体験活動）へご参加とご協力をいただき、

ありがとうございました。今年は 10 種類の体験ブー

スに分かれ、大勢の講師の皆様よりご協力をいただ

き、大変有意義で、楽しい活動になりました。 

地域の専門家による授業や体験活動を通じて、子ど

もたちの学びはより一層深まります。学校・家庭・地

域が連携して進める教育力の大きさを改めて実感し

ました。日頃のご協力に心より感謝申し上げます。 

６月 17日（水）全校体力テスト 

全校で体力テストをしました。学年

ごとの測定ではなく、１年生〜９年生

の縦割り班ごとに、上体起こし、立ち幅

跳び、長座体前屈、握力、反復横跳び、

20mシャトルラン、50m走、ボール投げ

の８つの種目を計測しました。昨年の

記録を思い出しながら、各自が真剣に

取り組んでいました。 

上の学年が、下の学年にやり方やコ

ツを教えたり見本を見せたりしながら

行うなど、縦割り班のよさを生かして、

励ましながらみんなで頑張りました。 



 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７・８月行事予定 

月 日 曜 行   事 月 日 曜 行   事 

７ 8 水 中学部歯肉炎予防教室（５・６限） 7 29 水 
１学期終業式（１限） 
全校３限後下校 

７ 10 金 SJ わたしの主張校内発表会 7 30 木 
夏季休業（～8 月 30 日） 
学習教室① 

７ 11 土 
中体連陸上県総体１日目（長岡） 

公民館事業：ながなわ大会 

松之山こども野鳥の会④ 

８ 4 火 
学習教室② 
創立 10 周年実行委員会 17：30～ 

７ 12 日 中体連陸上県総体２日目（長岡） ８ 7 金 学校閉庁日～8/14 

７ 14 火 
８年職場体験学習（～16 日） 

全校５限授業（～7/17） 
８ 18 火 わたしの主張郡市大会 

７ 21 火 
部活動なし １学期末保護者懇談 

全校４限授業 
８ 28 木 中学部授業日 小学部学習教室 

７ 22 水 
部活動なし １学期末保護者懇談 

全校４限授業 
８ 29 金 中学部授業日 小学部学習教室 

７ 24 金 ８・９年学習の確認テスト ８ 31 月 2 学期始業式 

７ 28 火 
中学部出前授業「生きづらさから自
分を守ろう」（５・６限） 

    

 

会 長 志 賀 義 雄   委 員 相 澤  秋 男  委 員 久 保 田 雅 夫 

副会長 小 野 塚 和 生  委 員 相 澤 き よ え  委 員 柳   隆 子 

委 員 本 山 敏 雄  委 員 草 村  慶 子  委 員 佐 藤 知 浩 

委 員 樋 口 一 次  委 員 瀧 澤 淳 子  委 員 小 林  誠 

委 員 村 山  暁  委 員 大 見 慶 介  委 員 関 根  勝 

委 員 小 野 塚 建 治  委 員 柳  一 成    

 ６月 30日（火）第１回まつのやま学園運営協議会 

６月 23日（火）避難訓練 

 地震を想定した避難訓練を行いました。訓練で

は、防災頭巾をかぶり、机の下に身を隠しました。

その後、グラウンド脇の駐車場に速やかに避難し

ました。災害時には、自分の身を最優先に守るこ

と、そして可能ならば声を掛け合い、互いに助け合

うことについても学びました。起震車体験では過

去に日本で起きた大地震の揺れを体験し、想像以

上の大きな揺れに驚く姿が見られました。 

前半は、本年度のまつのやま学園の学園経営方針

等について協議や承認が行われました。 
後半は、「家庭教育充実部会」「学園教育充実部

会」「学園づくり部会」に分かれ、教育活動等に対

する熟議や意見交換がされました。地域の児童生

徒数の推移も見据えながら、今後の活動について

活発な意見が交わされました。児童生徒が成長し

続けられる学園のために、今後も、保護者、地域

の皆様からご協力いただけると幸いです。 
（敬称略） 

   


